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Ⅰ．はじめに
本学では，１９９８年の「小学校および中学校
の教諭の普通免許状に係る教育職員免許法の
特例等に関する法律」（以下「介護等体験特
例法」）にもとづき，中学校教員免許（本学
で取得可能な中学英語と中学社会）について，
教員免許取得希望者には３年次での介護等体
験が義務づけている。介護等体験については，
盲学校，聾学校，若しくは養護学校（当時。
現在では３校を特別支援学校と総称）又は社
会福祉施設その他の施設で７日間行う，と定
められているが（介護等体験特例法施行規
則），内容等についての詳細な規定は定めら
れていない。そのため制度上の問題や法案成
立過程における正当性の問題，実施上の様々
な問題が指摘されている（富田２００２，小寺
２００３）。小寺（２００３）は介護等体験の有効性
を認めつつも「体験内容の評価」について問
題提起をしており，田実（２００８）も社会福祉
施設と特別支援学校での体験における質的差
異の不明確さを指摘している。
しかし，一方で藤本（２００３）や前田（２００４）
が指摘するように介護等体験を終えた学生の
感想として，積極的に介護等体験を評価する
記述も多く見られている。本学でも事後指導
の一環として介護等体験を終えた学生に，感
想レポートの提出を義務づけているが，ほと
んどの感想文には「新しい発見があった」と
か「意義のある体験」，「自分の価値観や考え
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Abstract
Study on the Consciousness Change of Students through Nursing
Experience in Special Needs and Support Schools
This study investigates the changes in student consciousness
through nursing experience in special needs and support schools.
Students were given a questionnaire before and after their nurs-
ing experience, and using this data, what they learned was clari-
fied. The survey data was analyzed by factor analysis, and the de-
tected factors and each question were analyzed by statistical
analysisANOVA & ttest. The results showed that the students
had a very valuable experience at the special needs and support
schools. They especially learned the necessary qualifications to be
a teacher through this nursing experience.
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を改めることになった」，「高齢者の方への接
し方が変わった」，「養護学校で見た授業には
教育本来の視点があった」，「教師になりたい
気持ちが強くなった」等の感想が上がってき
ている。
このように，中学校免許取得希望の学生達
が貴重な体験をしてきていることは事実であ
り，介護等体験の成果であるとも言えるが，
小寺の指摘する教職課程における「介護等体
験の必然性」や「体験内容の評価」について
は，感想レベルでの雑駁な結論しか見いだせ
ていない。また，田実（２００８）が指摘するよ
うに，社会福祉施設と特別支援学校との両所
での介護体験は，そもそもが質的に異なるも
のであり，特別支援学校の児童生徒に対して
『介護』の対象として接することは特別支援
教育の観点からは問題となるであろうことか
ら，両所での体験は厳密には区別して検討す
べきではないかと思われる。
そもそも，この「介護等体験特例法」は議
員立法であるが，その制定趣旨は「将来教育
現場で活躍される方々が，高齢者や障害者に
対する介護等の体験をみずからの原体験とし
て持ち，またそうした経験を現場に生かして
いくことによって，人の心の痛みのわかる人
づくり，各人の価値観の相違を認められる心
を持った人づくりの実現に資すること」（１９９７
年５月２８日 第１４０回通常国会衆議院文教委
員会）である。このように，介護等体験を教
員の資質向上と密接に関連づけて位置づけた
場合，やはり介護等体験で学生が得てきたも
のが真に教員資質の向上に寄与するものであ
るのかどうか，社会福祉施設と特別支援学校
での体験の質的差違はあるのか，ひいては介
護等体験で学んできたことをどのように大学
教職課程に反映させていくのか，またそのた
めに体験内容に大学がどこまでコミットして
いけるのか等，喫緊の課題であると考えてい
る。
Ⅱ．目 的
「介護等体験特例法」は１９９８年から施行さ
れているが，本学では３年次生を対象に２０００
年度から介護等体験を実施してきた。筆者が
本学に赴任し，介護等体験の事前事後指導を
兼ねてアンケートによる意識調査を始めたの
が２００３年度である。以後１１年間にわたりアン
ケート調査を行ってきたが，田実（２００８）が
指摘しているように，当初の理念からこの介
護等体験により学生達が何を新たに学び，み
ずからの教員としての資質向上に意図的に位
置づけてきたのか，といった介護等体験の本
質論についての研究は多くはない。介護等体
験施行から１０年以上経過した今，学生自身の
教職に対する意識や社会における教職に対す
る意識等が大きく変化してきている中で，再
度教員としての資質向上という介護等体験の
理想と現実について考察することを目的とし
て，事前事後指導の一環であるアンケート調
査を分析検討することとした。
Ⅲ．方 法
１．介護等体験の事前事後指導について
年度当初に３年生を対象に介護等体験希望
者への事前指導を行い，諸注意や社会福祉施
設，特別支援学校についての概略説明を行っ
ている。この事前指導の際に，事前アンケー
トと事後アンケート用紙を配付し，事前アン
ケートはその場で回収，事後アンケートは社
会福祉施設での体験と特別支援学校での体験
が終わった１週間以内に提出させている。こ
れらの提出されたアンケートは教員が保管す
ると同時に，学生達自らが本学独自の介護等
体験事前事後指導チェック票を用いて提出の
確認をさせるようにしている。４年生時の教
員免許申請時には，介護等体験の申請書とと
もにこの介護等体験事前事後指導チェック票
を添えて提出することを義務づけており，
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チェック票の未提出者は教員免許の一括申請
を受理しないこととなっている。
２．対象
中学校免許の取得を希望し，２００３年度から
２０１４年度までの１１年間に介護等体験を行った
４３１人を対象に，事前と事後の２度調査用紙
によるアンケート調査を行った。回収率は
１００％である。
３．手続き
２００３年度から２０１３年度までの１１年間に介護
等体験実習を行った４３０人を対象に，事前と
事後の２度調査用紙によるアンケート調査を
行った。これは，介護等体験の事前指導と事
後指導の一環であり，回収率は１００％である。
このアンケート調査は，１）介護等体験全般
に関する項目４項目と，２）施設等体験に関
する項目８項目，３）特別支援学校体験に関
する項目１９項目の合計３１項目あり，そのうち
の特別支援学校体験に関する１９項目を分析対
象とした。各質問については，とてもはい－
はい－どちらでもない－いえい－とてもいい
え，の５件法で，それぞれの選択肢に順に５
～１点を付加し，データとした。分析の手続
きは以下の通りである。
１）得られたデータを因子分析により因子の
抽出
２）得られた各因子について，事前体験と事
後体験の比較（対応のあるｔ検定）
３）各因子の，事前・事後要因×初期（２００３
と２００４）と後期（２０１２と２０１３）の実施時期
による要因の２要因分散分析
４）３因子を構成する各項目ごとに，事前・
事後要因×初期と後期比較という実施時期
による要因の２要因分散分析
をそれぞれ行った。また分析に用いたソフト
はWindows 版 SPSSである。
Ⅳ．結 果
１）特別支援学校体験に関するデータを，プ
ロマックス回転による主因子法による因子
分析を行った結果から，３因子が抽出され
た。これらの因子を第１因子「意義認識因
子」，第２因子「学習効果因子」，第３因子
を「教職イメージ因子」とそれぞれ名付け
た（Table１）。
Table １ 特別支援学校体験に関する因子分析の結果
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２）抽出された３因子について，特別支援学
校体験の事前と事後でそれぞれの因子得点
の結果を対応のあるｔ検定で分析比較した
結果，第１因子「意義認識因子」と第２因
子「学習効果因子」では０．００１％の危険率
水準で，第３因子「教職イメージ因子」で
は０．００５％でそれぞれ有意差が認められた。
いずれも事後の意識で高い得点となってい
る（Table２）。
３）事前事後要因と実施時期要因の分散分析
の結果，第１因子「意義認識因子」の主効
果および交互作用，および第２因子「学習
効果因子」の主効果が有意に認められた
（Table３）。
４）特別支援学校での体験に関する質問項目
を項目毎に事前事後要因と実施時期要因の
２要因分散分析を行った結果は以下の通り
である。項目②（できれば特別支援学校に
は行きたくないですか）の主効果と交互作
用，項目③（特別支援学校の２日間は楽し
く過ごせそうですか）の主効果，項目④
（特別支援学校免許を取得する意思があり
ますか）の主効果と交互作用，項目⑤（特
別支援学校体験が教員免許取得に役立つと
思いますか）の主効果，項目⑥（教職希望
者は必ず特別支援学校を体験すべきである）
の主効果，項目⑦（特別支援学校体験の２
日間は短いと思いますか）の主効果，項目
⑧（施設の５日間と特別支援学校の２日間
を入れ替えるべきだ）の主効果，項目⑨
（特別支援学校体験はもっと長い日数が望
ましい）の主効果，項目⑪（体験で障害児
の心理について学べると思いますか）の交
互作用，項目⑫（体験で障害児の教育につ
いて学べると思いますか）の主効果，項目
⑮（特別支援学校の教師は普通校に比べて
楽そうだ）の主効果，項目⑰（特別支援学
校の教師は普通校に比べて楽しそうだ）の
主効果と交互作用において有意差がみられ
た（項目④と項目⑪の交互作用は p＜．０１，
項目②の交互作用と項目⑫の主効果ならび
に項目⑰の交互作用は p＜．００５，それ以外
は p＜．００１）（Table４）。
Ⅴ．考 察
特別支援学校での介護体験の意義を示す
「意義認識因子」，障害のある子どもや障害
そのものについて学べる「学習効果因子」，
特別支援学校の任務内容の理解とそのイメー
ジを学べる「教職イメージ因子」のいずれも
Table ２ 各因子の事前事後の t検定結果
Table ３ 特別支援学校体験に関する分散分析結果（事前・事後×初・後）
＊＊p＜．００５ ＊＊＊p＜．００１
＊p＜．０１ ＊＊＊p＜．００１
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体験後の因子得点が有意に高得点となってい
ることから，特別支援学校での介護等体験は
障害や特別支援教育に関する教職志望学生の
理解を促進する効果があるものと考えられる。
このことは第１因子の「意義認識因子」や第
２因子「学習効果因子」の経年的変化をみた
Table ４ 特別支援学校体験に関する分散分析結果（事前・事後×初・後）
＊p＜．０１ ＊＊p＜．００５ ＊＊＊p＜．００１
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分散分析の結果にも示されており，２日間と
いえども特別支援学校における介護等体験は，
特別支援学校や障害の理解促進に寄与してい
ると思われる。
質問項目ごとの事前と事後比較における主
効果分析結果でも同様の傾向が示唆されたが，
項目②の『できれば特別支援学校には行きた
くないですか』では事前より事後の方が有意
に低い結果となっており，２日間の介護等体
験では逆に特別支援教育や障害への興味関心
が薄れる場合も考えられた。これは，特別支
援学校の２日間の体験内容が主に学校行事の
参観やお手伝い的な体験であるケースが多く，
特別支援学校の教育内容や実際の支援場面を
体験することが少なかったことが考えられる。
特別支援学校体験の持つ特殊性に鑑み，学生
が特別支援学校体験に求める体験内容のより
正確な把握や体験内容の吟味等が今後の課題
となるであろう。
Ⅵ．結 語
介護等体験は，社会福祉施設体験と特別支
援学校体験に分けられるが，本研究では特別
支援学校体験のみに限定して分析を行った。
２００７年度から特別支援教育が始まっており，
その理念として，障害の種別に関わらず全て
の児童生徒に対して，地域の通常学校でイン
クルーシブな共生教育を進めていくこととさ
れている。そのため，従来は障害のある児童
生徒はより専門性の高い（特別支援教育教員
免許を保有している教師の多いとされている）
特別支援学校（当時の養護学校）で教育を受
けていたが，特別支援教育では一般の通常学
級や学校でも障害のある児童生徒が多く入級・
入学するようになってきた。このことは，特
別支援教育の教員免許を保持しない教員も障
害のある児童生徒の支援ができることが望ま
れ期待されることを示している。その意味で
も，介護等体験での特別支援学校での体験は，
多少なりとも意味のあるものであると思われ
る。充分な体験になっている訳ではないが，
問題意識や障害のある児童生徒の理解等につ
いて，学ぶなんらかの契機となることを期待
したい。
本研究の一部は，第５２回日本特殊教育学会
において発表した。
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